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序

本報告書は、中央自動車道上野原インタ ー チェンジ導入路部分の建設に先立ち、1987年

度に発掘調査された山梨県北都留郡上野原町地内の関山遺跡について、 その結果をまとめ

たものであります。

本遺跡の位置する上野原町は、山梨県の最東端にあって神奈川県と県境をなしておりま

す。 遺跡南側を流れる桂川は、山中湖に源を発し、相模湖を経て相模川となり、太平洋へ

と注いでおりますが、この川によって形成された河岸段丘上には原始・古代より営々とし

た人々の営みを示す遺跡が多く分布しております。 当地域は、古代にお いて相模国と境を

接する甲斐国東端の地域でもあり、 「和名抄」に記載される都留郡の古郡、都留の2郷と

福地郷の一部に属していたと され、その繁栄を現代に残る遺跡や遺称によって窺うことが

できます。

今回発掘調査を行なった関山遺跡は、この様な歴史的環境のなかに存在し、 当初から縄

文時代及び平安時代の集落などの存在が推定されておりましたが、調査の結果縄文時代の

遺構、遺物に限定され、縄文時代の住居址1軒、配石遺構1基、集石遺構2基、土壊16基

が検出されました。 また、発見された遺物は縄文時代早期から晩期の各期のものが存在し、

付近に長期間にわたる断続的な人間活動があったことが明らかになりました。 住居址はわ

ずかに1軒ではありますが、その覆土中から出土した遺物は非常に豊富な内容を示してお

り、縄文時代中期後半期に関東地方と中部地方に大きく広がる土器文化圏間の人間交流の

一端を示す資料を提示したと考えております。本報告書が、多くの方々の研究と文化財保

護に利用して頂ければ幸甚です。

末筆ながら、種々ご協力賜わった関係機関各位、並びに直接調査に従事して頂いた方々

に厚く御礼申し上げます。

1 9 8 8年3月

山梨県埋蔵文化財センタ ー

所長 磯 貝 正 義



例 言

1. 本報告書は、山梨県北都留郡上野原町関山地内に所在する関山遺跡の発掘調査報告書

である。

2. 本調査は、中央自動車道上野原インタ ー チェンジ県道部分に伴う事前調査であり、山

梨県教育委員会が県土木部の令達を受けて実施した。

3. 発掘調査および出土品の整理は、山梨県埋蔵文化財センタ ー が行ない、同機関文化財

主事田代孝、長沢宏昌、中山誠二が担当した。

4. 本報告書の執筆、編集は中山が行なった。

5. 写真撮影は、遺構を中山が、遺物を塚原明生（日本写真家協会）が行なった。

6. 遺跡内出土の石器の石材鑑定は山梨文化財研究所第4研究室長河西学氏による。

7. 本報告書に関わる出土品および記録図面、写真等は一括して山梨県埋蔵文化財センタ ー

に保管してある。

8. 発掘調査から報告書作成に至るまでに、同町内の田中久禰氏、長谷川孟氏にご教示、

ご協力を頂いた。記して感謝申し上げます。



凡 例

1 . 本書の遺構・遺物の挿図縮尺は原則 として次の通りである。

遺跡位置図1/50,000 、調査区域図1/3,000 、遺構配置図1/ 800 、住居址1/60 、埋甕

1/ 20、炉址1/30、土壊1/40、集石1/80及び1/30、配石遺構1/60、土器実測図1/6、

土器拓影1/4、小型石器実測図 2/3 、打製石斧・磨石等1/3 、大型石製品1/6

2. 遺構挿図内の水糸レベルは海抜高を示す。

3. 遺物の記述• 挿図について

石器実測図のスクリ ー ント ー ンは磨り面を表す。
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第1章 調査状況

第1節 調査に至る経過

昭和6松J:2月1 3日 県文化課 と第1 回打合せ

昭和62年 2月1 9日 県土木部、県文化課 、埋蔵文化財セ ンタ ー 、上野原イ ンタ ー 対策室による

現地打ち合せ

昭和62年3月 6日 文化庁に発掘通知を提出する。

昭和6頌三3月 9 日 発掘調査を開始する。

昭和62年4月 3 日 県文化課 と第 2回打ち合せ

昭和62年4月 24日 県土木部用地課 、県文化課 、埋蔵文化財セ ンタ ー による現地打ち合せ

昭和62年5月 7 日 発掘調査終了する。

昭和62年1 1月6日 上野原警察署に遺 物の発見通知(1 0月31 日に調査終了の道路公団部分のも

のを含む）を提出する。

第2節 調査組織

調 査主体

調 査機 関

調査担当者

調 査 員

作 業 員

山梨県教育委員会

山梨県埋蔵文化財セ ンタ ー

田代孝• 長沢宏昌• 中山誠二（上記機関文化財主事）

小林安典

高野俊彦• 津田元栄• 荒井一郎・山下芳信・鷹取睦雄・加藤政広・村野利夫・

和智幹ー ・楢島信子・市川好子・中村林太郎・荒井泉• 中嶋高光• 長田増雄・

星野晃• 荒井貞• 杉本チカエ ・戸田杉子・水越茂子・佐藤淑恵・滝口成子・

山田早苗• 塚原佳津子・横森輝子・市川好子・久島順子（順不同）

整 理 員 遠藤映子・石川操• 若尾澄子・弦間千鶴• 横森輝子・内藤真千子

調 査協力 上野原町教育委員会・上野原イ ンタ ー 対策室
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第II章 遺跡概況

第1節 遺跡の位置と周辺の環境

関山遺跡は、山梨県北都留郡上野原町関山842他に所在する。 遺跡は、山中 湖に発した桂川

（相模川）によって形 成された河岸段丘の中位段丘面にのり、標高250メ ー ト ルを測る。 遺跡の南

側は現在の桂川が流れる下位段丘面を望む断崖となっており、その比高差は約80メ ー ト ルにお

よぶ。 ま た、遺跡西方には鶴川が南流し桂川と合流している。

関山遺跡を載せ る中 位段丘面は田名原I 面と呼ばれ、付近ではも っとも 平坦な地形をなすが、

遺跡の分布はその後背部の山麓と段丘面との接点にそって上野原小学校遺跡(10)、 根本山遺

跡(11)、桜ケ丘遺跡(1 2) 等の縄文時代、古墳時代の遺跡が認め られている。 ま た、 遺跡対

岸の鶴島においては縄文時代、弥生時代、平安時代の遺跡が点在する( 26-29)ほか、鶴川右岸

の中位段丘面にも 縄文から古墳時代の遺跡(14-16)が存在する。 この様に、同町内の遺跡は桂

川、鶴川の河岸段丘面にも っとも 多く分布し、それ以外は狭陰な山間部のわずかな平坦面や緩

斜面に営 ま れる場合が多い。 より巨視的に見れば当地域は中部山岳地方と南関東地方の接点と

も 考えられ、原始・古代における文化の流れや文化圏の接触を捉えるうえで重要な地域である

と言 える。

ところで、周辺は古代に於いて甲斐国と相模国との境 に位置し、都留郡の古郡（ふるごおり）

に比定されている地域である。 「和 名抄」によれば平安時代都留郡には相模• 古郡・福地・多

良• 賀美・征茂• 都留の7 つの郷が記 されているが、古郡は初期の郡家が存在しそれが移転し

た後に付けられた遺称であると考えられている。 一説によればこの都留市の古川度に比定する

考え方も あるが、現段階ではやはり上野原町内とする説が強い。 同地の牛倉明神の慶長6年や

元和 8年の棟札に「古郡上野原村」と見え、同町和 見に臨済宗古郡江月寺があり、上野原の本

町の南西に建暦3年和 田の乱の加担して滅ぼされた古郡佐衛門尉安忠の館跡と伝える所がある

など郷名関係の遺称がこの地域に多いことが郷名比定の根拠となっている。 この地域の西側に

は都留郷、福地郷に比定される地域が存在し、桂川流域に展開した古代の集落を遺跡の分布状

況 からも 知ることができる。
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周辺の遺跡一覧表

期

期

代

中

中

時

文

文

生

縄

縄

弥

名

[

m

い

輝三
1

2

3

4
 

号番 時 期

5 用竹（殿村）遺跡縄文早•中・後期

6 向風2遺跡縄文後期•平安時代

7 小倉遺 跡縄文早期

8 八米遺 跡縄文時代

9 向風1遺跡縄文前期

10 上野原小学校遺跡縄文中期

11 根本 山遺跡縄文中期・後期

12 桜ケ丘遺跡縄文時代・古墳時代

13 塚場古墳群古墳時代

14 上の山 1遺跡縄文後期

15 上 の 山古墳古墳時代

16 上の山 2遺跡縄文中期・弥生後期

17 日野富士塚遺跡縄文早期～中期

18 大倉遺 跡縄文前・中期

19 芦垣遺 跡縄文前・中期•平安時代

20瀬渕遺 跡縄文早期

21 平呂遺 跡縄文中期

22 中風呂遺跡縄文中期

23 野田尻1遺跡縄文・弥生•平安時代

24 西不老遺跡縄文中期・古墳時代

『全国遺跡地図 山梨県』 文化庁 1981による。

番号 遺 跡名 時 期

25 野田尻2遺跡 古墳時代

26 黒の木遺跡縄文 中期•後期•平安時代

27 田代遺 跡縄文中期

28 東区遺 跡縄文中期

29 駒門遺 跡縄文中期・弥生後期

30 関山遺 跡縄文時代・平安時代

31 松留遺 跡縄文後期

32 八ツ沢遺跡縄文中期

33 大杷2遺跡縄文早期

34 大浜遺 跡縄文中期

35 大棚1遺跡縄文中期・後期

36 仲山遺 跡 弥生時代

37 牧野遺跡縄文中期•平安時代

38 当月遺 跡縄文前期・中期

39 千足遺 跡縄文時代

40 河合遺 跡縄文中期

41 花坂遺 跡縄文前期・古墳時代

42 中屋根遺跡縄文時代•奈良時代

43 東大野遺跡縄文中期

44 西 シ原遺跡縄文早期•前期

45 大堀2遺跡縄文早期•前期・中期

46 大堀1遺跡縄文中期

47 狐原遺 跡 縄文中期・弥生時代・古墳時代

第2節 調査区域の設定と調査方法

本 調査の 調査範囲は上野原インタ ー チェンジから県道に連結する導入道路部分の約4000面の

地域であ り、 調査区の南側には段丘崖が迫っている。 調査区域は東西に130mと長く、南北の幅

は20-40mを測る。この 調査区全体に 4mX4mを単位とするメッシュをかけ、グリッドを設
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定した。 グリ ッドの表記方法は、調査区の南西 端を起点に西から東 ex軸）に算用数字の1 -3

2、南から北CY軸） ヘアルファ ベット のA -Mの杭番号を設定し、グリ ッド南西杭を起点とし

てY-X グリ ッドとする。

調査はま ず対象地域全体 の表土を削除し、遺構確認のため の精査を行なった後遺構発掘を行

なった。 遺構の調査終了後さらに47 グリ ッドに於いて遺構確認の掘り下げを行ない（第 3図右）

、ロ ー ム層中の先土器時代の遺物、遺構の検出作業 を実施したが該期のも のは発見されなかっ

た。

遺跡を載せ る段丘面は、桂川によって運ばれた礫層面の上に、火山灰等の風成堆積物が約5

mほど覆い現在の生活面を作 り 出している。 今回の調査ではも っとも 深いところで表土 から3

mを測り、堆積土は甚本的にI層からIX層に分けられる。 その特徴は以下のとおりである。

I 層：耕作 土、II層：黒色土、m層：黒色土・ 1 覇 m大の赤色スコリアを含む、W層：黒褐色土・

5 mm大の赤色スコリアを含む、V層：暗褐色土＋黄褐色土• 5 mm-lOmm大の赤色スコリアを含

む、VI層：黄褐色ロ ー ム層・1 0mm大の赤色スコリ アを多量に含む、VIl層：黄褐色 ロ ー ム層・1 0

m 大の黒色粒子を含む、IX層：黄赤褐色ロ ー ム層・1 0mm大の黒色粒子、赤色スコリ アを含む。

第2 図 調査区域図
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第m章 遺構と遺物

今回の調査で発見された遺構は、縄文時代の住居址l軒、配石遺 構 1 基、集石遺 構 2 基、土

壊16 基（時期不明を含む）であるがその分布は調査区内に散在的なあり方を示す。 住居は調査

区中央よりやや西のI• J-10,....,1 2グリ ッドに位置するが、 これが単独に存在したか、数軒に

ま とま って集落をなしていたのかについては本調査では明らかにしえな かった。 調査区南は段

丘崖が迫っているため 、集落が存在したとすれば調査区北側に展開したも のと思われる。 土壊

は、1 号住居址に近い配石遺構付近と調査区東 側に分布する。 ま た、集石遺 構は、 1 号集石が

調査区西端のG,..._ J -1,...., 3グリ ッドに、 2 号集石がH-22グリ ッドに位置している。

第1節 住居址と出土遺物

1号住居址（第4図-..,16図、図版1• 5) 

（位置） 調査区中央やや西側I • J -1 0-1 2グリ ッドに 位置する。

（形状・規模） 東 西6m6 0cm、南北7 mlOcmの円形に近い形状 を呈する。 入り口部分の埋甕施

設設置に伴う拡幅を考慮すると当初は直径6m60cm程の円形であったと推定される。

（床面・壁） 床面は堅く踏みしめ られており、ほぼ平坦である。 壁 は住居址外側に向けて斜

め に立ち上がり壁 高 約50cmを測る。 壁際には住居址東 側の一角を除いて 周溝が巡る。

（炉） 住居址中央よりやや奥壁方向に偏して存在する。 炉の形態は、石囲埋甕 炉であるが、炉

石は 2 つを除いて抜き取られている。 炉の掘り方は長軸約1 m50cm、短軸1 m2 0cmの楕円形 を

呈し、深さは最深部では2 0cmと比較的浅い。 炉の掘り方は 周 縁は炉石を設置するため に テラス

状 を呈し、厚さ1 0cm程の扁平な石を配置し石囲炉としている。 炉底面に土器片が散在し焼土層

が薄く堆積している。

（その他の施設） ビ ット は大小あわせ て8つ確認されている。 pit 1 - 5 は主柱穴と考えられ、

住居址内にほぼ正五角形をなすように整然と配置されている。 ピット は直径4 0-6 0 cmのほぼ円

形を呈し、深さ1 00cm前後を測る。 pit 6 は、住居址東 側の壁に接して存在し、1 20cmX 1 00cmの平

面規模を持つ。 断面形態は摺り鉢状 を呈し、中央部分が直径5 0cm程の円形のピット となる。 内

容物の検出はないが、壁溝がこのピット 付近できれることから住居建設当初から計画的に 付設

されたものと考えられ、貯蔵穴の可能性もある。 pit 7 • 8はいずれも深さ30cm程の円形の小ピッ

ト で埋甕 を挟みこむように存在している。 したがって、埋甕に伴う入り口施設と考えられ階段

状 の施設が埋甕 の上に設けられたも のか、埋甕の蓋に関わるも のと推定される。

壁溝はビット 6 の付近で途切れるものの、幅20cm、深さ2 0cmの溝が壁際を巡り、入り口部部分

では溝が頌iになる。 当初は内側の溝が利用されていたも のが、埋甕設置に際して入り口部分の

拡張が行なわれ、外側の壁溝が使用されるようになったと推定される。
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住居入り口部分は2重の壁溝によって囲

まれた島状の部分に埋甕が設置されている。

埋甕に使用された埋設土器は口縁部の一部

分を欠くもののほぼ完形の土器で、 口縁部

直径30cm、高さ35cmを測る。 埋甕埋設部の

掘り方は土器が埋設される最低限の範囲を

掘窪め土器を正位に埋設している。 土器内

からは暗褐色土が充填された 状態で出土し

ているが、骨などの内容物は認められなかっ

た。 この埋設土器の説明は（出土遺物）に

譲る。
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第8 図 1号住居址エ レベーショ ン図

（出土遺物） 1号住居址 出土遺物は土器及び石鏃、石錐、打製石斧、磨石、凹石等の石器が 出

土している（第9 図--16図）。 遺物の 出土状 態は壁際に少ない傾向を示し、多くは床面より浮上

した状 態で検出されている（第4 図参照）。

(1)土器（第9 図--1 2図）

1• 4 . 深鉢形土器口縁部。 口縁部が内屈し、口縁部文様を無文帯で残す。 口径は1が4 3cm、

4 が54 cmと推定される大型土器である。 2. 小型の深鉢胴下半部。 胴部外面は無文で縦方向

-11-



の ヘ ラケズ リ 痕 が認 め ら れ る。 3 .  深鉢胴上部。 口 縁部が や や 内 湾 し 無文帯 を なす。 頸 部 に

3本 の 降帯 が巡 り 、 胴部には縄文を 地紋に沈線 の 文様 を施す。 口 径17cm 、 現在高 8 cm を測る。

5 .  深鉢 口 縁部。 口 縁部が外反 し 、 頸部付近 で屈折する 器形 を呈する。 口 縁 部文様 帯 に は 、 撚

り 糸文を 地紋 に し 、 沈線によ っ て 2 段の 連弧文が施 さ れ る。 口 径20cm 、 現在高 8 cm を測る。 6 .  

深鉢 口 縁部。 口 縁上部が内 屈する。 口 縁部に半裁竹管による 重弧文を施 し 、 弧 と 弧 の 接 点 に

隆帯 に よる 懸垂文を付加する。 口 径45cm 、 現在高12cm を測る。 7 .  深 鉢 胴上部。 口 縁 部は外

反 し 、 縦走する 沈線 に よ っ て区画 さ れ た 縦長 の 部分を綾杉 状 の 沈線で充填 し ている。 口 径 22cm 、

現在高10cm を測る。 8 . 深鉢 口 縁部。 口 縁部が わ ずかに内 湾 し な が ら外 方 に開 く形態で 、 胴

部中央 が緩 やかにくびれる も の と思 わ れ る。 器面には縄文が 覆 い 、 口 縁 直 下 に 隆帯 に よる 弧 状

文が巡 る。 口 径25cm 、 現在高 8 cm を測る。 9 . 深鉢 口縁部。 口 縁 部 が 内 屈 し 、 頸 部 が 屈 折す

る 形態 を示す。 口 縁部を 4 つ に区画 し 、 半裁竹管による 重弧文を施す。 弧 と弧 の 接 点 には隆帯

に よる 懸 垂文が垂下する。 口 径20cm 、 現在高10cm を測る。 10. 深 鉢 口 縁部。 口 縁上部 が 内 側

に折 り 返 さ れ 、 頸部がくびれ る 形態 を示す。 口 縁部文様は 9 と 同 じ く重弧文と 懸 垂 隆帯 に よ る

施文を施すが 、 区画は 5 単位と な っ ている。 頸部 の 括れには半裁竹 管 に よる 押 し 引 き 文、 胴 部

には横位 の 平 行沈線 の 上に隆帯 を垂下 し ている。 口 径24cm 、 現在高16cm を測る。 11. 埋甕 に

使用 さ れ た 深鉢形 土器。 口 縁部が内屈 し 、 頸部がくびれ 、 胴 中 央 部 が 膨 ら む 形 態 を 持 つ。 口 縁

部に は半裁竹管 に よる 斜 状沈線 が覆い 、 胴部は縦位の 条線 を 地紋と し 、 その 上から 隆 帯 に よ る

懸垂文 、 渦巻 き 文 を付加する。 底部には網代痕が残る。 口 径32cm 、 器 高 35cm を測る。 12. 深

鉢形土器。 頸部から 口縁部が や や 内 湾 し な が ら開く。 口 縁 直 下 の 文様帯 に縄文と 渦 巻 き 隆帯 を

施 し 、 その 下 の 第 2 文様帯 を無文で残す。 胴部は縄文を 地紋と し 、 隆帯 を垂下 さ せる。 口径23cm 、

器高26cm を測る。 13. 頸部が緩 やかに括れる 深鉢形土器。縄文を 地紋 と し 、 口 縁 部に沈 線 に

よる 弧文、 胴部に 沈線による 懸垂文が垂下する。 底部には木 葉痕 が認 め ら れ る。 口 径23.5cm 、 器

高25cm を測る。

14は口縁部細線文と半裁竹管 に よる 鋸歯文を特徴とする。 15-17は隆 帯 に よ る 区画 内 を 角 押

し 文で施文する 土器。 18は耳 状 の 把手 を持 ち 、 三角 形 の 押 し 引 き 文を施す 土器。 19 • 20. 地

紋に縄文 ま た は条線 を 持 ち 、 隆帯による 渦巻 き 文を施す浅鉢形土 器。 口 縁下 は無文帯 を残す。

21. 隆帯 に よる 区画 内 を条線で充填する 浅鉢形土器。 22-24. 口 縁部が 内 屈する 深鉢土器。

半歓竹管 に よる 重弧文と懸垂隆帯 を特徴とする。 25 • 26. 地紋 に 条 線 を施 し 、 懸 垂 隆 帯 や 半

歓竹管 に よる 渦巻 き 文を施文し た 深鉢胴部。 27-30. 同一個体と考え ら れ る 深 鉢形土 器片。

頸部が緩やかに括 れ 、 口 縁 が や や 内湾 し な がら開く。 器面全 体 を細 か い条 線 が 覆 い 、 沈 線 に よ

る 弧 状文、 渦巻 き 文を施す。 31 • 32 • 35-39. 口 縁部 の 沈線 に よ る 弧 状文を 特 徴 とする 土器

で 、 地紋 に縄文、 撚 り 糸文を残す。 33 • 34. 口縁部の 隆帯 に よる 弧 状文を特徴 とする 土器。

弧 状区画 内 に縄文、 列点文を持つ。 40 • 41 • 44. 縄文を 地紋と し 、 沈線 に よる 懸垂文を施す。

45 • 46. 縄文を 地紋と し 、 半歓竹管による区画帯 を施す。 47-53. 縄文を 地紋 と し 、 隆帯

に よる 懸垂文を施す深鉢 土器片。 54 • 55. 地紋に撚 り 糸 を文を施す。 56-60. 縄文を 地紋

と し た 土器片。 61. 縄文を施す把手。 62. 釣 り 手形 土器破片。 63. 網代圧痕 を も つ 土器
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第16図 1 号住居址 出土石器 (4)

底部破片 。 66. 内 湾口縁を も つ 浅鉢形土器 。 ヘ ラ ミ ガ キによる器面調整痕を残す 。

以上の土器の う ち 14は縄文時代中期初頭の五領 ケ 台式 、 15- 17は 中期 前葉の格沢式 、 18は藤 内

式 、 そ の他については中期後葉の曽 利 II 式及 び そ れに並行す る 時 期 の土器 群に比定される 。 住

居址の使用時期は埋甕か ら 曽 利 II 式期 と 考 え ら れる。

(2)石器（第13- 16図）

本住居址か ら 出土した石器は 、 石鏃2点 ( 1 ・ 2) 、 石錐 1 点 ( 3 ) 、 浮子状石製品 1 点 ( 5 )

、 打製石斧 3 点 ( 6 ......., 8 ) 、 磨石 3 点 ( 10 • 1 1 ・21 ) 、 多孔石 1 点 (20) 、 石皿状石器 1 点 (22)

であ る。 9 • 12- 19については長さ10-zocmの楕 円形の石製品であ るが、 使用痕が認め られない。

形状、 重量か ら ム シ ロ 状の編 み物を編む際に使用された錘具 と も 推 定されるが 、 確 証は ない。

その他 、 黒曜石剥片 10点 と 玄武岩製溶岩2点が検出されている 。 こ れ ら の石 製 品に関 わ る 内容

は 、 石器一覧表に示 す 。
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第 2 節 土壊 （ 第1 7図-20図）

1 号土撮 （ 第 1 7図 ） H - 14 • 1 5 グ リ ッドに位置する 。 長軸 2 m 、 短軸 l mの 長方形 を 呈 し 、 深

さ 30cm を測る 。 土 壊底部は 平 坦で 、 壁はや や斜 め に立 ち 上が る 。 出土遺物は 、 半歓竹管による 平

行沈線 を 特徴とする縄文土 器 1 点 （第23図10) が存在する 。

2 号土濃 （ 第 1 7図 ） G - 14 グ リ ッドに位置する 。 土 壊東側はすでに削 平 され ている が 、 長軸約

2 m50cm 、 短軸 1 m75cm の 隅丸長方形 を呈する と考 え られる 。 土 堀北側が テ ラ ス 状にな り、 最深

部が約30cm を測る 。 出土遺物は存在 し な い。

3 号土塘 （ 第 1 7図 ） G - 13 グ リ ッドに位置する 。 長軸 1 m85cm 、 短軸85cmの 長方形 を呈 し 、 深

さ 20cm を測る 。 壁は ほ ぼ直壁で 、 土 壊底部は 平 坦を なす。 出土遺物な し 。

4 号土濃 （第1 7図 ） G - 13グ リ ッド、 3号土 壊の 西側に位置する 。 長軸 2 mlOcm 、 短軸 1 m の

長方形 を 呈 し 、 深 さ 40cm を測る 。 壁は直壁で 、 底部は 平 坦を なす。 出土遺物な し 。

5 号土濃 （ 第 1 8図 ） I - 23 グ リ ッドに位置する 。 長軸 1 m80cm 、 短軸 1 m 5 cmの長方形を呈 し 、

深 さ 40cm を測る 。 壁は ほ ぼ直壁で底部は 平 坦であ る 。 出土遺物な し 。

6 号土填 （ 第 1 8図 ） G - 24 グ リ ッドに位置する 。 長軸 2 m 、 短軸95cmの不整楕 円 形 を 呈する 。

壁は東側が緩やかに立 ち 上が る が 、 他は直壁で 、 底部は 平 坦を なす。 出土遺物な し 。

7 号土濃 （ 第 1 8図 ） H - 24 グ リ ッドに位置する 。 直径約 l mの 円形 を呈 し 、 深 さ 10cm を測る 。

出土遺物 な し 。

8 号土濃 （ 第 1 8図 ） J - 24グ リ ッドに位置 し 、 9号土 壊と重複する 。 長軸 1 m60cm 、 短 軸 1 m 

の 長方形 を呈 し 、 深 さ 30cm を測る 。 壁は斜 め に立 ち 上が り、 底部は 平 坦と な る 。 出土遺物な し 。

9 号土填 （ 第 1 8図 ） J - 24 グ リ ッドに位置 し 、 8号土 壊と重複する 。 長軸 1 m35cm 、 短軸 1 m 

の 長方形 を呈 し 、 深 さ 20cm を測る 。 出土遺物な し 。

1 0号土濃 （ 第 1 8図 ） E - 28 グ リ ッドに位置する 。 長軸75cm 、 短軸60cmの 楕 円 形 を 呈する 。 深 さ

30cm を測 り、南側にテ ラ ス を持 つ 。 出土遺物な し 。

1 1 号土墟 （ 第 1 9図 ） F - 29 •30グ リ ッドに位置する 。 直径 l m の 円 形 を 呈 し 、 深 さ 50cmを測る 。

壁は直壁で 、 底部は 平 坦であ る 。

1 2号土濃 （ 第 1 9図 ） L - 32 グ リ ッドに位置する 。 長軸 1 m80cm 、 短軸70cmの 長方形 を 呈 し 、 深

さ 20cm を測る 。 出土遺物な し 。

1 3号土填 （ 第 1 9図 ） D - 31グ リ ッドに位置する 。 長軸 1 m20cm 、 短軸 l mの不整 円 形 を 呈 し 、

深 さ 40cm を測る 。 土 壊上面に焼土 を 含 む 。

1 4号土填 （ 第 1 9図 ） F - 21 グ リ ッドに位置する 。 2 m50cm X 2 m20cmの不整形 を 呈する 。 土 壊

底面はほ ぼ平坦で 、 一角 に ピッ ト を持つ 。 出土遺物な し 。

1 5号土濃 （ 第 1 9 ・20図 ） 1号配石遺構 の 東 G - 13グ リ ッドに位置する 。 長軸 1 m20cm 、 短軸 70

cmの 楕 円 形 を呈 し 、 深 さ 30cm を測る 。 土 壊内部に焼土層 が検 出さ れ ている 。

1 6号土濃 （ 第20図 ） 1 号配石遺構西、 H - 12 グ リ ッドに位置する 。 長軸 1 m80cm 、 短軸 1 mの

長方形 を 呈 し 、 深 さ 30cm を測る 。 出土遺物な し 。
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第 3 節 配石遺構

1 号配石遺構 （第20図 ）

（位置 ） 1号住居址南側 の G •H - 12 グリッ ド に位置する 。

（形状 ・規模 ） 直径約 4 m50cm の 範囲 を 半環状に配石 が巡る 。 配石に使用 さ れ た 石は 、 30cm ----

50cm程 の 人頭 大の 扁 平 な 自 然礫である 。

（ 伴出遺構 ） 配石に直接関わ る 下部 の遺構は存在 し な いが 、 こ の遺構に近接 し た 15号 ・16号土

壊が関連遺構 の 可能性 が あ ろ う 。

（ 出土遺物 ） 遺構周辺部よ り縄文土 器、打製石 斧 （第25図 ） 、 磨 石 （第27図1 ) な ど が 出土 し

て い る 。 出土土 器は 、縄文中 期 後葉の 曽 利 II 式土 器 （第23図27 •29 • 32 • 35 • 42) であ ること か

ら 該 期の 配石遺構 で あ る 可能性 が高い。
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第 4節 集石遺構

1 号集石遺構 （ 第2 1 図 ）

（ 位 置 ） G - J - 1 - 3 グ リ ッ ドに位置する。

（形状 ・ 規模 ） 直径10m 程の範囲に拳大の礫が集中す る 。 礫はほ と ん ど焼成を受 け て い るた

め赤変して い るものや脆く割れるものが多 い 。

（伴出遺構 ） 本遺構 に 伴 う 下部遺構は全 く検出されな かった 。 したがって 、 一度別の場所で

焼成を受 け使用された 焼 け 礫 が廃棄されたものとも推定される。

（ 出土遺物 ） 集石部分 よ り縄文土器（第23図 1 - 4 ) や磨石（第26図 5 • 6 ) が出土している。

出土土器は貝殻腹縁 に よ る圧痕を施すもので、 口 唇部に刻 み を 巡ら す 。 これらの土器は 縄 文 時

代早期の田戸上層 式土器に対比される。 集石の存在する層 は 、 基本土層のIV層下層 面に あ た り 、

縄文時代中期の遺構面 よ り確実に下に存在する事 などから 、 伴出遺物の時期を集石の存 在 時期

と 捉 え て お き た い 。

2 号集石遺構 （ 第22図 ）

（ 位 置 ） H - 22 グ リ ッ ドに位置する。

（形状 ・ 規模 ） 直径 1 m 50cm程の範囲に拳大の礫が集 中する。

（伴出遺構 ） 集石の下部遺構等 は存在しな い 。

（ 出土遺物 ） なし。
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第 5節 グ リ ッ ド 及 び住居址以外の出土遺物

( 1 ) 土器 （第23図）

本遺跡から出土した土器 は 、 縄文時代早期から晩期に至る 各 期 の も の と 、 近世 の 陶器が存 在

する。

1 - 4 .  1 号集石内。 外面に斜状沈線 と 貝殻腹縁文が施され、 口唇部に刻 み を 巡 ら す。 縄 文

時代早期 田 戸上層 式。 5 - 9 .  結節浮線文を特徴 と する土器群。 地紋に縄 文を持 つ も の と 無

文 の も のがあ る。 10. 半裁竹管による集合沈線文土器。 1 1 .  口縁部が肥厚 、 そ こ に 渦 巻 き

沈線文や三角形の 陰刻文 、 頸部に半載竹管 の押し引 き 文を施 す。 5 - 1 1 は 縄 文 時 代 前 期 十三 菩

提式に比定される土器群であ る。 12 .  口縁部に爪形押し引 き 文を巡らす。 13 • 1 4 .  ヘ ラ によ

る集合沈線文土器。 15. 半裁竹管による弧状文、 地紋に縄文を施す。 頸部に は 列点文が巡 り 、

橋状把手 と 考 えられる突起を持つ。 16- 18. 頸部に爪形押 引 文 と 平行 沈 線を め ぐ らし、 胴部

に結節縄文を施す土器群。 19 • 20 . 縄文を地紋 と し、 半裁竹管による 直 線 的 な文様を施 す。

以上 、 1 2-20 は 中期 初 頭 の 五領 ケ 台式に対比される。 21 . 口縁部が内 屈 し た 形態を持 つ 深 鉢

形土器。 口唇部に縄文を施す。 中期 中葉 の 藤内式に対比 さ れる。 22 • 23 .  口縁 内 側が わ ず か

に肥厚す る深鉢口縁部。 地紋に無節 の縄文を転がす。 24 . 屈折底部を持 つ 深 鉢 で 、 地 紋に縄

文を持つ。 22-24 は 中 期 中 葉 の 井戸尻式に比定される。 25. ヘ ラ 状工具による 条 線 と 綾杉

文を特徴 と する。 26-31 • 33-36 •  42. 降帯による懸垂文を特 徴 と す る 1 群で、 地紋に条 線 や

撚り糸文を施している。 32 • 37 . 縄文を地紋に、 平行沈線文を そ の 上 から施 文 す る土器。

39 .  条線を地紋に、 半歓竹管による曲線的 な文様が施される。 40 .  ハ の字状の 沈 線 を 施 す 土

器。 以上の 25-42の土器 は 、 いずれ も 中期後葉 の 曽 利式に対比される。 43 .  屈 折口縁を 持 つ

深鉢で、 口縁上部に沈線 、 円 文 、 下部に刻 みを持つ細い隆帯が垂 下 す る。 後 期 前 葉 堀 の 内 式に

比定される。 45-49 . 横位 の綾杉状沈線 、 渦巻 き 文を施す土器。 晩 期 前 葉 の 清 水 天 王 山 式に

対比される。 50. 口縁部の平行沈線を特徴 と し、 晩期末 の 氷 1 式に比定される。 51 . 外 反

口縁を持つ 灰釉陶器。 底部は 糸切痕を そ の まま残す。 用途 は 、 灯明皿 と 考 えられる。

土器出土地点 は 次 の と おりであ る。

1 - 4 .  1 号集石。 5 . E - 3 G r 。 6 .  F - 13 G r。 7 .  F - 1 4 G r 。 1 0. 1 土。

1 1 .  A - 5 G r。 1 2 . H - 19 G r。 14 . J - 3 G r。 16- 18. H - 19 G r。 2 1 . H - 3 

G r 。 22 • 23 . J - 27 G r 。 24 . J - 1 G r。 25. J - 12 G r。 27 • 35 • 42 .  H - 13G r。

34. D - 29 G r。 36 . I - 18 G r 。 38 . A - 4 G r。 40. I - 3 G r 。 43 . H - 24 G r 。

50. E - 29 G r。 そ の 他 は表土中出土であ る。
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(2 ) 石器 （ 第24図か ら 27図）

① 石鏃 （第24図）

住居址以外から 出土した石鏃は 8 点で、内3 点は欠損点である。 石材 は 4 がチ ャ ー ト 、そ れ

以外は黒曜 石を使用している。 いずれ も 凹 基無茎 石鏃 であるが、 1 • 2 • 3 •  8 は 基部の扶 り

の小さい三角鏃 にも類似 する。 4 • 6 は基 部の扶 りが深く、U 字状 を呈 する。 側 面の形態 が 直

線 的な も のとやや膨 らみを持 つタ イプ が存 在する。 大 き さは完 形でl. 5 cm-2. 0cm、重 量は 0.6 g で

比較的均ーであ る。

② 打製石斧 （第25図-26図）

本遺跡からは 扁平な粘板岩片 が遺物包含 層中から相当 数 出土 してい るが、石 器製 品 は 図化し

た11点のみである。 形態は短冊 形（第25図1 -7 • 第26 図3 • 4 )と分銅 形（第26 図1 • 2 ) の

2 形態が存 在する。

出土量の多い短冊 形石斧のな かでも 刃 部の形態 が斜刃 とな るも のと円刃 となるも のに細 分さ

れるが、直刃 のも のは存 在しな い。 刃 部形態 の違 いは石斧が実際に使用され た方向や用途 によっ

て異 な るも のと考えられ るが、量的には円刃 をな すも のが主体 を占 め る。 刃 部幅 は最大で1 0cm

の大型 のも のも あるが、 5 - 6 cmのも のが多い。 石器の欠 損 は、柄 の装 着 が 行な わ れる 基部 が

圧倒 的に多い。

分銅 形の石斧は 2 点で、いずれも 完 形品 である。 短冊 形に比べ 刃 部が鈍 く、 重 量も 重 い。 刃

部形態には、短冊 形同様に斜刃 と円刃 がある。

③ 磨石 ・凹石 （第26 図・27 図）

出土した磨石は 5点、凹石は 2 点である。

磨石は平面形が楕 円形のも のがほとん ど で、断 面形態 は扁 平な 楕 円形をも っ 。 大 き さは長軸1

0-15 cmの拳大 のも のが目 立 つ。 磨り面は表裏 2 面と側面を加えた 4 面のも のがある他 、全体 が

磨耗 して使用面を限 定でき な いも のも 存 在する。

凹石は形態的には磨石に類似 するが、とくに磨り面を持つも のはな く、片 面のみに凹みを持

つタ イプ である。 端部の打撃痕 は認め られない。
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表 1 石鏃一覧

図番号 出土位置 長 さ cm 幅 cm 重 量g 形 態 石 材 ・

13 - 1 1 号 住 1.5 1.8 0 .47 凹基無茎 黒 曜 石

13 - 2 1 号 住 1.3 1.0 0 . 2  凹基無茎 黒 曜 石

24 - 1 K - 27G r 2 . 2  1.5 1. 1 凹 基無茎 黒 曜 石

24 - 2 表 土 1.8 1.5 0 .7 凹 基無茎 黒 曜 石

24 - 3 I - 16 G r  0 .9  1.7 0 .6  凹基無茎 黒 曜 石

24 - 4 I - 14 G r  1.2 1.0 0 . 2  凹 基無茎 チ ャ ー ト

24 - 5 I - 20 G r  1.5 1. 2 0 . 3  凹基無茎 黒 曜 石

24 - 6 H - 19 G r  1.5 1.4 0 . 3  凹 基無茎 黒 曜 石

24 - 7 H - l l G r  2 .0  1.5 0 .4  凹 基無茎 黒 曜 石

24 - 8 表 土 1.7 1.6 0 .8 凹基無茎 黒 曜 石

表 2 打製石斧一覧

図番号 出土位置 長 さ cm 幅 cm 厚 さ cm 重 量g 形 態 石 材

14 - 6 1 号 住 10. 3  5 . 2  2 .0 120 短冊形 粗 粒砂岩

14 - 7 1 号 住 4.5  6 . 9  2 . 4  70 短冊形 粘板岩 （ ホ ル ン フ ェ ル ス 化）

14 - 8 1 号 住 10 .0  4 .8  1.0 70 短冊形 粘板岩 （ ホ ル ン フ ェ ルス 化）
25 - 1 1号配 石 7.6 11.6 2 .8 320 短冊形 粘板岩 （ ホ ル ン フ ェ ル ス 化）
25 - 2 A - 5 G r  8 . 2  5 . 2  1.9 90 短冊形 ホ ル ン フ ェ ル ス

25 - 3 1号配 石 4.5  6 . 9  2 .4 70 短冊形 粘板岩 （ ホ ル ン フ ェ ルス 化）
25 - 4 1号配 石 10. 3  7.4 1.3 100 短冊形 粘板岩 （ ホ ル ン フ ェ ル ス 化）
25 - 5 K - 4 G r  19 . 5  6 . 5  1. 3 200 短冊形 粘板岩

25 - 6 I - 5 G r  9 . 2  4 . 9  1 .4 80 短冊形 ホ ル ン フ ェ ルス

25 - 7 E - 15 G r 13.7 5 .7 1.7 200 短冊形 ホ ル ン フ ェ ル ス

26 - 1 表 土 13 .0  11. 6 4 .4 540 分銅形 ホ ル ン フ ェ ル ス

26 - 2 表 土 16. 9  11.0 2 .6  460 分銅形 ホ ル ン フ ェ ル ス

26 - 3 表 土 8.3  5 . 1  1. 1 50 分銅形 ホ ル ン フ ェ ル ス
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表 3 磨石 • 凹石 • 石皿 • そ の他

図番号 出土位置 長 さ cm 幅 cm 厚 さ cm 重量 g 器 種 石 材

14 - 9 1 号 住 11. 3  8 .5  4 .9  630 そ の 他 安山岩質凝灰岩

14 -10 1 号 住 16.6  7 .8  5 .4  1020 磨 石 細礫岩

14 -11 1 号 住 12.0 10.5 6 . 2  1090 磨 石 花岡岩類

15 -12 1 号 住 7.4 5 .8 4 .2 240 そ の 他 礫岩

15 -13 1 号 住 11.8 5 . 5  3 .5  390 そ の 他 玄武岩

15 -14 1 号 住 14. 9  6 .0 4.1 640 そ の 他 玄武岩

15 -15 1 号 住 7.0 5 .9  3 .4  180 そ の 他 凝灰岩

15 -16 1 号 住 13.4 4 .5 3 .0 280 そ の 他 凝灰岩

15 -17 1 号 住 11. 7  4 . 7  3 . 5  260 そ の 他 花岡岩類

15 -18 1 号 住 8.9  6 . 9  3 .0 260 そ の 他 中粒砂岩

15 -19 1 号 住 18.6  5 .8  3 .0  400 そ の 他 砂質粘板岩

16 - 20 1 号 住 27 .8 18.4 14.9  8200 多 孔 石 粗粒砂岩

16 - 21 1 号 住 17 .8 19 .4  15 .7  8000 磨 石 花岡岩類

16 - 22 1 号 住 43 .5  25 . 2  7 . 5  12400 石 皿 花岡岩類

26 - 5 J - 1 Gr 10.1 8 .4 4 .5  600 磨 石 花閥岩類

26 - 6  H - 3 Gr 8 . 3  6 .0 2 .5  190 磨 石 粗粒砂岩

27 - 1 1 号 配 石 15 .0 8.8 5 .9  1200 磨 石 中粒砂岩

27 - 2 表 土 12.8 7 .6 3 . 5  590 凹 石 凝灰岩

27 - 3 J - 1 2Gr 11.0 7 . 5  5 .0  610 磨 石 凝灰角 レ キ 岩

27 - 4  表 土 12.1 9 .6  9 .0 1470 石 皿 花岡岩類

27 - 5  J - 1 Gr 15 .6  13.6 4 .6 1270 凹 石 玄武岩

27 - 6  表 土 8.6  8 .9  5 .4  620 磨 石 凝灰岩

④ 石皿 （第27図 4 ) 小型の石皿が 1 点出土 し て い る 。 残存部 は全体の 4 分の 1 ほ どで、 表面 に 凹

部 を持つ 。 石材 は花閥岩質の も の を使用 し て い る 。

(3) 骨製品 （第24図 4 )

幅 1 cm程 の 扁平 な 形態 で 、 欠損が激 し い 。 端部 は欠損す る が 、 残 存 部 か ら 2 又 に 分 離 し て い

る も の と 推定 さ れ る 。 現在長3 . 5cm 、 幅 1 cm 、 厚 さ 0.5cm を 測 る 。
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第IV章 ま と め

本遺跡 発掘調査以 前の段階では、縄文 時代と平安 時代の遺 構が予 測 されていたが、今回の調

査では後者 は全 く発見 されず遺構、遺物共 に縄文 時代のも のを主体 として いる。 発見された遺

構はすでに詳 しく述べ てきたとおり住居址1軒、配石遺構1 基、集石遺構 2 基、土壊 16 基であ

るが、土壊については確実な時期決 定の可能 な資料 は少ない。 出土した遺 物は縄文 時代早 期か

ら晩 期に至 る各 時期のも のが存在し、付近 に長時間 にわたる断続 的な集落等が営 ま れていた可

能性 が強 い。 調査区内の遺構の分 布は非常 に散在的で 、集落の中で も きわめ て周 縁的なあり方

を示している。

唯一 の住居址である 1号住 は、縄文 時代中期の曽 利 II式 期の竪 穴で、 重複 も なく残存状 況 は

極 め て良 好であった。 住居址内の内部構造 は、 5本の主柱穴、石囲い炉、貯 蔵穴、埋甕 と入り口

部施設によって構成 され、壁際 には周 溝 が巡 る。 本住居で最も 特徴 的なことは、当初ほぼ 円形

プランに作 られた住居が埋甕の設置に伴って入り口部分 が拡張 され、その部分 の壁溝 が外側に

変更 されていることである。 入り口拡 幅時に階段状 の施設も 設 置 されたと推 定されるが、これ

は埋甕の蓋としての機能 を同時に兼 ね 備 えていたも のかも しれな い。 主柱の立 て替 えが認め ら

れないことから、この拡張は入り口部のみの改築と考えられる。 ところで、甲府盆 地内の該 期

の住居址では、石囲い炉の形態 は扁平な大型の石を深 く突 き たて四 角形 に組 合せ たも のが多く

見 られるが、本住居では炉の掘り方テラス 部分 に石を置くだ けで 構築 されている。 同町内大倉

遺跡 の中期末葉 の住居址からは石を立てて組 む前者 のタ イプ の石囲 い炉が確認されることから、

この炉形態 がやや盆 地内 より遅 れて伝播 した可能性 も あるが現段階では住居 址の発掘例 が少な

く早急 に結論 づ ける事はできない。

住居址内 出土遺物は、深 鉢 、浅鉢 、釣 り手 形土器等の豊 富 な内容を示している。 その主体 は

同時期の中部山岳 地方の曽 利式 土器群 であり、その中に南関 東 地方の加 曽 利 E 式 土器に伴 出 す

る連弧文 を特徴 とする土器が客体 的に存在している状況 が理解 できる。 遺跡 の存在する地域は、

中部 地方と関東 地方の接点に位箇 し、当時は曽 利式文 化圏と加曽 利 E 式 文 化圏が互 いに接 する

地域であったと考えられ、土器の交 流の背景 に 当時の人 的な動態 を窺 う ことができるであろう 。

1号住居址南側に存在する配石遺構は、 周辺の 出土土器からほぼ 住居と同時期の遺構と考え

られる。 遺構東 側に近 接 する1 5号土壌 からは焼土が確認されて おり、配 石に関連 した祭 祀 行為

の痕跡 とも 考え得 る。

集石は、 2号集石については不 明 であるが、1号集石は縄文時代早 期のも のと判 断した。 集

石の石はほとん どが熱変 し、脆く 砕 けた礫 が多い。 付近 には伴 出する土壊も なく、焼成 の痕跡

とされる焼土も 確認されないこ とから、一 度別 の場 所で焼かれ、使用された礫 がこの場 所に廃

棄 されたも のと理解 したい。

16基 確認された土壊は、ほ とん ど時代決 定に足 る資料 を欠 き、 その用 途 についても 不 明 であ

る。 分布状況 は、調査区 中央 の配 石遺構周辺と それから やや離 れた東側に多く存 在 する。 形態
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は、長軸2 m 程の長方形と直径 1 m以内の円形が認 め られる。 長方形プラン を呈するも のは長

軸方向を東西方向に一致 するも のが多く、時代・用途 に一 定の同 一性 が想 起 される

以上の調査結果 は上野原イ ンタ ー チ ェ ン ジ の導入路 部分の発掘によるも ので 、 さらに東側の

イ ン タ ー チ ェ ン ジ 本体 に関 わる調査を引 き 続 き 日本道路公 団 の委託 を受 けて 実施している。 し

たが って、関山遺跡全体 の発掘 調査の内容は 「関 山遺跡II」をあわせ て検討 したい。
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